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【概要】缶詰に代表されるレトルトを行う容器詰食品では、安全確保のために過剰に加熱すること
がある。この場合、容器内の食品に褐変などの品質の劣化が生じることがあり、これを防止する殺
菌条件の確実な設定方法が求められている。従来の殺菌条件の設定方法は、試行錯誤法が主流で
あったが、近年は食品内部の温度分布の経時変化を数値計算し、条件設定する手法も採られてい
る。プラスチックカップ詰食品の場合、容器形状が複雑化し、かつ、容器素材の熱伝導率が低いた
め、従来の金属容器を用いた数値計算手法が適用できない問題があった。また、加熱庫に導入さ
れる加熱媒体（加圧水と圧縮空気）の流れの影響（熱伝達率）を考慮した計算手法の確立も課題で
あった。

本発表では、これらの課題を解決するための新しい計算モデルを提案し、その計算精度を検証し
た結果を報告する。さらに、この計算モデルの応用例として、異なる加熱殺菌方式（加熱媒体の流
れ）の違いが熱効率に及ぼす影響を評価した結果、および、カップ詰モデルホワイトシチューの殺
菌過程における各部の着色の経時変化を実測値と照合した結果などをあわせて報告する。


